
２０１４（平成２６）年度 事業報告書 

社会福祉法人山鳩会 

愛の園実習室 

 

１．理念・方針 

（１）法人理念 

  ①障がいがある人に… 

   自分の持っている力を発揮しながら、普通の生活を営み、自らが社会に価値のあるも

のである事に気づき、自己実現していけるよう支援する。 

②障がいがある人の家族に… 

 障がいがある人への思いを受け止め、それを実現していく。 

③援助者には… 

障がいがある人と共に歩みつつ、自己実現を図るために必要なサービスを提供し、常

に向上的である人材に育てる。 

④地域の方に… 

   共に生きていく環境を実現するために、お互いにメリットのある関わりを築いていく。 

 

（２）中期目標（平成２６年度～平成２８年度） 

  利用者の幅広いニーズを把握し、様々な年齢層に応じた場面を提供し、実現していける

よう支援する。Ｂ型施設内に高齢者専門の日中支援場を開設し、作業を中心に、生活支

援の充実を図ります。移転計画を継続し進めます。 

  ・利用者個々に必要とされるニーズが異なる為、定型としてではなく個別場面として支

援を行いました。又、移転計画に関しては、行政への補助金の申請中である、日々の利

用者への支援を通して、移転後の利用者対応や、移転後に新たに行う為の個別支援計画

を話し合っています。 

 

（３）基本方針 

  ①利用者・家族の方に対し、笑顔で、礼儀正しく、友好的に接し、施設を安全で、清潔

で、楽しく心のこもった環境を整えます。 

  ・施設内の整備は、以前より手をかけて行い、安全に清潔に管理、整理を行いました。

利用者が継続して施設に通える様な雰囲気づくりを行い、精神面でのケアーを大切に

しました。利用者と職員の友好的な関係を保つことで、親近感を持ってもらい、日々

の支援を効果的に行う事で人と人との関係を大切にしました。 

  ②「流汗同労」精神に基づき、共に汗を流し、同じ労働をし、職員は頭と体を使い、対

等な関係を心がけます。 

  ・愛の園実習室で一番大切な方針として、職員が率先して何事も行い、共に作業等をし

て、細かな問題も拾って、個人を大切に支援を行ってきました。 



  ③高齢の人たちへは、負荷のない程度の作業活動を行いながら、楽しんで充実した日々

を過し、「ゆとりと安らぎ」を基本に行事・スポーツ・文化活動等を提供し支援します。 

  ・個々の能力に応じた作業量と課題の設定をし、それを維持する為に健康・精神面での

支援を行い、不安を出来るだけ取り除きました。行事等に関しても利用者からの意見

も取り入れつつ、楽しく過ごすことが出来ました。       

  ④利用者の人権を尊重し、いかなる差別、虐待、権利侵害をしません。 

  ・人権は勿論、個々の利用者の人間性を尊重するよう職員全体で心掛けました。 

  ⑤法人内、関連施設、団体との円滑な関係を継続し、法人としての強化を図ります。 

  ・法人内の研修と部会を充実させ、施設内に還元しました。都内の研修への参加も積極

的に行い、職員への周知も行いました。 

 

２．施設概要 

（１）施設種別  指定障害福祉サービス事業（就労継続支援 B型） 

（２）利用定員  ４０名（平成２６年度利用者数４３名） 

（３）開所年月  平成１５年４月 (山鳩会) 

         (昭和５２年５月１日福祉センター、昭和４２年１１月１日プレハブ) 

（４）施設規模  敷地面積  ２００９．７５㎡ 

         延床面積   ５７３．６９㎡ 

（福祉センター全体 １５６９．６６㎡） 

（２３７.４４㎡）専有使用分 （３３６.２５㎡）共有使用分 

         建物構造  鉄筋コンクリート造（地上２階地下１階建て） 

         賃貸区分  賃借 東村山市より一部使用許可 

３．職員構成 

（１）雇用契約あり 

職  種 配置人数 

管理者  １名 

サービス管理責任者 １名（兼務） 

支援員   （常勤職員） ６名 

保育士   （常勤職員） ０名 

調理員   （常勤職員） ０名 

事務員   （非常勤職員） １名 

支援員   （非常勤職員） ６名 

保育士   （非常勤職員） ０名 

調理員   （非常勤職員） ３名 

看護師   （非常勤職員） ０名 

理学療法士 （非常勤職員） １名 

作業療法士 （非常勤職員） ０名 

合  計     １８名 

 



（２）嘱託 

 医師    （２回／年）      １名 

 看護師   （０回／年）      ０名 

 理学療法士 （１回／２ヶ月）      ０名 

 作業療法士 （０回／月）      ０名 

合  計      １名 

 

４．利用者状況 

（１）障害程度 

 １度 ２度 ３度 ４度 なし 合計 

愛の手帳 ※ ０名 １０名 １９名 １２名 ２名 ４３名 

身障手帳 ０名 ０名 ５名 ２名 ０名 ７名 

精神保健手帳 ０名 ０名 ０名 １名 １名 ２名 

  ※身障手帳、精神保健手帳と重複 

 

（２）年齢構成  （平均年齢 ４１．６歳） 

 19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60 歳以上 合 計 

男 ２名 ６名 ６名 ７名 ５名 １名 ２７名 

女 １名 ２名 ２名 ２名 ６名 ３名 １６名 

合計 ３名 ８名 ８名 ９名 １１名 ４名 ４３名 

最低年齢  男…１９歳 女…１８歳     最高年齢  男…６６歳 女…７１歳 

平均年齢  男…３８．８歳   女…４６．２歳 

 

（３）担当福祉事務所 

東村山市 国立市 小平市 練馬区 新宿区  合 計 

３８名 １名 ２名 １名 １名  ４３名 

 

（４）障害程度区分 

区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 未定 合計 

人数 ４名 ５名 ３名 ６名 ０名 １名 ２４名 ４３名 

 

（５）利用状況 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

入所者 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４３ 

退所者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４３ 

月末数 ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ５１６ 

延べ日数 ９４６ ９８９ ９４６ ９８９ ９０３ ９４６ ９８９ ９４６ ９４６ ９８９ ８６０ ９８９ 11,438 

延べ人数 ９０６ ９３１ ９１８ ９５７ ８６２ ８９０ ９３８ ８７８ ９０７ ９４１ ８２７ ９５４ 10,909 

出勤率(％） １０３ １０１ １０４ １０４ １０３ １０１ １０２ １００ １０３ １０３ １０３ １０４ １０３ 



５．日課 

（１）月～金曜日 

時間 内容 

8：30～ 9：00 打合せ・朝礼・ウォーキング・体操・マラソン 

9：00～12：00 作業・片付け・食事準備 (途中１０分の休憩) 

12：00～13：00 昼食・昼休み・相談業務・他 

13：00～15：30 作業・片付け 

15：30～15：40 清掃 

15：40～16：00 終礼・お知らせ、ノート等確認・退園 

（２）土曜日 

   8：30～9：30 打合せ・朝礼・ウォーキング・体操・マラソン 

   9：30～11：30 作業・片付け・食事準備 (途中１０分の休憩) 

   11：30～12：30 昼食・掃除 

 11：30～12：10 終礼・お知らせ、ノート等確認・退園・個別相談 

  ※状況により変更あり 

  ※基本的に作業ですが、レクレーション行事を行います。 

 

６．重点目標 

（１）作業・就労活動 

① 事業所内活動 

 受注・納品先 作業内容 稼働日 参加者 Ｈ25 年度収入 Ｈ26 年度収入 

受託事業 鈴木紙工 

プロメディア 

新光株式 

ショッピングバック

ダイレクトメール 

仕切り組・箱詰め 

週５日 全員 ２，１５２，５４２円 １，９７７，５１９円 

その他事業 三栄サービス 

さやま園草取り 

白十字水遣り 

福祉作業所 

資源回収 

園内草取り 

ベランダの水遣り 

箱折・掃除・他 

週５日 全員 ９，３３３，８３９円 ８，８３２，７８８円 

自主生産 一般 紙すき 不定期 数名 ６７，４５１円 ５１，４００円 

小 計① １１，５５３，８３２円 １０，８６１，７０７円 

パート・アルバイト 

 受入先 作業内容 稼働日 参加者 Ｈ25 年度収入 Ｈ26 年度収入 

パート契約 白十字ホーム 食事下膳補助 週 5 日 １名 ３８２，３６０円 ３３２，３４０円 

パート契約 白十字ホーム 食事下膳補助 週 5 日 １名 ３４１，３６０円 ３８５，６２８円 

アルバイト 三栄サービス 資源回収補助 月 13 日 １名 ２６２，５００円 ２７３，５５０円 

アルバイト ふれあい喫茶 雑用 週１日 １名 １１１，８９０円 １９０，３２０円 

小計② １，０９８，１１０円 １，１８１，８３８円 

合計①+② １２，６５１，９４２円 １２，０４３，５４５円 

 



工賃支払実績 

 総額 平均額 最高額 最低額 パート・アルバイト 

４月 ９５１,６３０ ２２,１３１ ４３,６３０ ９,１３０ １１８,６８０ 

５月 ７０８,７２０ １６,４８２ ３３,３３０ ４,９００ ９１,０６０ 

６月 ４９６,１９０ １１,５３９ ２２,０１０ ３,５３０ ９２,７２０ 

賞与 ８９９,７３０ ２０,９２４ ２７,４４０ １０,０４０  

７月 ６２９,５６０ １４,６４１ ２９,２２０ ６,１９０ ９５,２２０ 

８月 ５５９,０８０ １３,００２ ２５,８１０ ５,８４０ ９３,８８０ 

９月 ７１４,６６０ １６,６２０ ３４,４４０ ５,７５０ ８３,８００ 

１０月 ６１７,７４０ １４,３６６ ２８,６９０ ３,０００ ９３,１８０ 

１１月 ６６０,１７０ １５,３５３ ３２,０６０ ５,３３０ ９８,６００ 

１２月 ７１０,６００ １６,５２６ ３１,５７０ ６,１４０ １１５,６８０ 

賞与 ８９９,５２０ ２０,９１９ ２５,２５０ １４,８２０  

１月 ６０２,８７０ １４,０２０ ２８,２６０ ６,７９０ ９２,６３０ 

２月 ６６０,７２０ １５,３６６ ３０,９１０ ５,７８０ ９３,８２５ 

３月 ９９７,０６８ ２３,１８８ ４７,３６０ ９,０２０ １１２,５６３ 

合計 ８,３０９,００８ １８８,８４１ ３８７,２９０ ９６,２６０ １,１８１,８３８ 

平均 ６９２,４１８ １５,７３７ ３２,２７５ ８,０２２ ９８,４８７ 

※パート・アルバイトについては本人へ直接支給される。 

②安定した作業提供・高い工賃水準の維持を図ると共に、個々の特徴に応じた作業支援

(時間・場所・作業種等)を行い、生産する喜びから働くことへの意識付けと自信をつ

けます。 

・安定した作業の提供ができ、高い工賃水準を維持出来ました。バザーなどを通じて、

自分たちの活動が収入になることを感じてもらい、仕事に対する意識付けが出来まし

た。 

  ③作業工程が解りやすいように整備し、徐々に複雑な工程が出来るように目標を立て、

達成感、自信に繋げます。 

  ・作業位置の配置、部材の並べ方、工程を整理しました。その上で、利用者には徐々に

ステップアップをし、出来る作業を増やしていき自信をつけました。 

  ④体力をいかした作業として、資源回収やリサイクル品回収を行うと同時に、安全管理

を徹底します。 

  ・危機管理についてのマニュアルや意識化が不十分であり、年度中に交通事故を起こし

てしまいましたので、研修部会のリスクマネジメントと合わせて見直しを図り、徹底

した安全管理に心掛けました。 

   利用者の年齢や体力面から、作業内容の見直しを図り、効率且つ、安定した作業種に

見直しも行いました。 

⑤パート・アルバイト契約者(現状４名)の継続的なアフターケアー、安定を図ると共に

利用者の希望を尊重し、特性や個性も考慮し、就労に向けての育成をします。 

・希望のある利用者に対して、就労体験も行ったが、継続的な支援で次年度の課題でも



あります。現在、パート・アルバイトに出ている利用者に対しては、本人の意欲と体

調管理を大切に、ケアーをしつつ、新たな希望者の発掘も検討したいです。 

（２）健康・衛生 

  ①利用者及び、職員の健康管理を図る為、年１回の健康診断、年 1 回の歯科検診、歯磨

き指導、年２回の内科検診、年４回の体重測定、血圧測定、感染症予防(インフルエン

ザ予防接種の斡旋年１回)を実施し、健康に生活が送れるように支援します。 

  ・歯磨き指導も日課取り入れ、意識付けを行い、健診等は予定通りすべて行いました。 

   内科検診(野村医師・５／２７，１０／２８)  健康診断(白十字病院・９／２９) 

歯科検診(折笠歯科医・１２／４)     歯磨き指導(多摩小平保健所・９／９) 

インフルエンザ予防接種(白十字病院・１１／２５～２７) 

     体重測定(４／年・５，７，１０，１月)  

  ②必要に応じて、通院や服薬、送迎の支援を行います。 

  ・通院への付き添い、服薬の管理では自分では難しい薬の小分けや飲み方の支援を行い

ました。利用者には必要に応じて臨時に送迎を行い通いやすい環境づくりを図りまし

た。 

  ③理学療法士(ＰＴ)に専門的指導を受け個別の身体状況に合わせてプログラムを作成し

たのを基に、日課(体操、ウォーキング、健康器具の使用等)に取り入れ、計画的に実

施し、生活習慣予防や体力維持・増進を図ります。 

  ・月曜から木曜日はウォーキング・体操をし、金曜日は室内でストレッチを中心に皆が

出来る様に行いました。月一回のスポーツセンターでの運動の時間も内容を変えつつ、

他のセクションとの交流も兼ね、体力維持・増進を図りました。 

   (開催日・毎月第３火曜日・午後１時半より) 

   (内容・ストレッチ・ティーボール・ウォーキング・マラソン・フライングディスク 

       ミニテニス・ダンス・リレー・ペタンク) 

   ＰＴの指導から個別のプログラムを作成、必要な利用者には、毎日日課として取り組

みました。 

  ④手洗い・うがい・歯磨き、適切な清潔保持や感染予防に努めます。 

  ・外出から戻った際、トイレ後手洗い等、職員から率先して行い、清潔に保つために意

識付けを行ったが、まだ意識が低いので、徹底して継続していきたいです。 

（３）給食 

  ①生活習慣病(肥満等)防止の為、カロリー摂取等内容の工夫をすると共に、食べる事の

喜びを感じ、美味しく食事が出来る環境(安心・安全)を提供し清潔で華やかな場を設

定します。 

  ・栄養基準に基づいた食事提供を行っているが、体重測定の結果、肥満度の高い利用者

は変わっていない。今後もメニューや基準量の変更等を検討課題としたい。 

  ②利用者希望食事の提供(年数回)、誕生月の外食、選択メニューの実施（月 1回）、嗜好

調査の実施（年１回）を行い又、季節を感じる食事提供をします。 

  ・節分の手巻き寿司やクリスマスのチキン、季節に応じた食事や、ステーキや刺身等の

特別なメニューも取り入れました。 



  ③栄養基準量（一人当たりの栄養基準量） 

熱量 蛋白質 脂肪 カルシウム ビタミン 
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（４）自治会活動 

  ①仕事や行事、食事等、日常生活全般において、利用者がテーマを決め、意思決定の場

を設け、職員は側面から支援します。 

  ・自治会活動(月１回・午後３時より開催) 

  ②小グループの話しやすい雰囲気作りを設定し、利用者からの細かな情報を支援に繋げ

ます。 

  ・試行錯誤はしたものの、利用者から小さな意見を拾いきれなかった。自治会だけでな

く、日々の対応から声を細かく聞き入れ、職員が情報の収集を意識して図るようにし

て、活動に生かしていきたいです。 

（５）行事 

① 年間行事予定 

日付 内容 場所 目的 人数 

４／３０ 

 

春の散策 

（新人交流会） 

多摩六都科学

館 

新入所者の紹介、春の季節を感じながら交流会を行う。 ５０ 

５／１０ 第２３回愛の園バザー 福祉センター

駐車場 

工賃収入アップを図ると共に、保護者、地域の方々との交流 ６８ 

５／３１ 大１５回東京都障害者 

スポーツ大会 

調布スポーツ

センター・駒沢

競技場 

スポーツを通じて、障害者本人同士や他の人との交流の場の

提供を行う。 

４７ 

６／１８， 

１９，２０ 

宿泊旅行 

 

岩手・青森方面 幅広い年齢層や体力に対応し、個々の希望やニーズに沿った

旅行を計画、実施する。その土地の風土や文化に触れ、食事

を堪能することにより、豊かな精神の構築や自己実現につな

げる。 

５１ 

７／１２ 第２４回愛の園バザー 福祉センター

駐車場 

工賃収入アップを図ると共に、保護者、地域の方々との交流 ６９ 

８／１２ 暑気払い 

防災訓練 

諏訪神社内 

立川防災館 

保護者との親睦の場とする。夏の季節を感じつつも暑さに負け

ない活力につながる催しを行う。 

６６ 

９／６ 共催バザー 市民センター

駐車場 

親の会と協力し、地域に対しての理解を深め、ボランティア等

との交流、啓発活動を図る。協力活動及び、資金作り。 

４８ 

１０／２９ 自治会行事 上野動物園・博

物館・科学館 

（利用者主体行事）利用者が主体的に活動し、企画、運営し、

楽しめる行事をする。 

５５ 

１０／１９ 第２回フリーマーケッ

ト 

白十字ホーム 他団体・地域交流及び、工賃収入 ５ 



１１／３ 第４０回大運動会 八坂小学校 （保護者参加） 親の会との共催行事 

法人施設の全体の交流と体力増進。楽しみを持って行う。地

域の施設を利用する事で啓蒙活動、理解を深める。 

５５ 

１１／２２ 第２５回愛の園バザー 福祉センター

駐車場 

工賃収入アップを図ると共に、保護者、地域の方々との交流 ７４ 

１２／１３ クリスマス会 愛の園実習室 音楽を通じて季節を楽しむ ４９ 

１２／２６ 忘年会 愛の園実習室 （利用者主体行事）１年の疲れを労い、来年に向けての励みと

する。 

５５ 

１／１８ 

１／２４ 

成人の祝い 

愛の園新年会 

中央公民館 

愛の園実習室 

（保護者参加） 親の会との共催行事 

人生の節目を迎える方（成人、還暦）、長年働いてきた方（勤続

年数）に対して山鳩会、親の会からお祝いを行なう。 

別途、愛の園で独自のお祝い会を開催する。 

８０ 

５１ 

２／３ 自治会行事 節分 愛の園実習室 季節感を楽しむ ５２ 

２／１１ 第２６回共催愛の園バ

ザー 

福祉センター

駐車場 

工賃収入アップを図ると共に、保護者、地域の方々との交流 ８１ 

３／３０ 励まし会 埼玉・長瀞方面 （保護者参加型）年度の締めくくりとして、保護者を含めた全員

で１年間を振り返り、個々の努力を讃合い労う。来年度に向け

てのニーズの把握を行う機会とする。 

６７ 

随 時 グループ外出 別紙 利用者の希望に応じて様々な体験の機会を設ける 希望

参加 

グループ別外出 

月 日 行事名 場所 参加人数 

７月 １日 ホテルバイキング 赤坂スクエアダイニング 利１０＋職３ 

７月 １日 買い物・散策 フジテレビ・ダイバシティー東京 利１６＋職４ 

７月２９日 ミュージカル 東京国際フォーラム 利 ３＋職２ 

７月２９日 ミュージアム見学 藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム 利１３＋職４ 

 

特別活動 

実施日  項目 実施場所 

5/16  7/30  7/31  8/19 

8/26  9/19  10/30  10/31 

12/2  2/17  2/27 

＊月のプログラムにより変

更する。 

買い物 ボウリング 運動 

カラオケ 料理 お風呂 

グループホーム見学  

市役所見学 

季節行事に関するもの・他 

久米川ボウリング場 

シダックス東村山店 

ユニクロ しまむら 

愛の園実習室食堂  生活寮 

市役所  スポーツセンター 

その月のプログラムにより実施場

所の設定 

 

７．防災訓練 

（１）防災計画に基づき、月１回の自主防災訓練を行い、年に数回は、消防署立会いの下、



総合訓練を実施し、地域防災訓練に参加します。 

  ・防災訓練(年１２回開催／福祉センター内合同訓練６回・単独開催６回) 

  ①福祉施設職員として、非常時の対応に備えると共に、救急講習会等を受講する。 

  ・救急講習会の受講は出来なかったので、次年度に行いたい。 

  ②年に１回防災館を利用し、利用者の意識の向上を促す。 

  ・８月に実施しました。 

  ③地元自治会と協力体制を考えて、非常時の対応に備えると共に、フェースシートや常

備薬の管理を行い、毎年、防災マニュアルの見直しを行います。 

  ・防災マニュアルの見直しは、消防署の指導の下、作成でき、利用者、職員には周知し

たが、地域の方々と直接の協力体制はできませんでした。 

訓 練 項 目 実 施 月 

非常災害時の対応・帰宅方法についての話 

火災時の対応についての確認 

 ４月２５日・ ５月２３日 

震災時の対応について 

消防署立会い・合同訓練 

 ６月２６日・ ７月２５日 

立川消防館 ８月１２日 

火災時の対応について ９月２６日 

速やかな避難・誘導 

消防署立会い 総合訓練 

１０月２４日・１１月２８日 

地震・火災時の対応・避難経路の確認等 １２月２６日・ １月２３日 

震災時の対応について 

火災時の対応について 

 ２月２７日・ ３月２７日 

 

８．施設外の方との関係 

（１）地域交流・ボランティアの受け入れ 

  ①行事等で山鳩後援会・ボランティアセンター等を活用し、積極的に受け入れます。 

  ・山鳩会後援会会長を通じて、イベントの開催は行事に組み込み盛大に行われました。

他のボランティアの活動には、次年度の大きな課題となっている。学校や社会福祉協

議会を通じて要請を行いたい。 

  ②愛の園バサー等に市内施設の参加を呼びかけ又、地域主催の行事へ参加し、開かれた

施設としての機能を図ります。 

  ・愛の園実習室バザーの開催にあたっては、地域から楽しみにしている声も多く根付い

てきている。又、収入の安定も図れたが、内容に関しては、淡白になりつつあるので、

地域の方々の参加やその為の場所も検討していきたい。市内の団体(白十字バザー・諏

訪町ゆっと)のイベントに施設として参加できた事は良かったです。 

 

９．実習生の受け入れ 

（１）利用生実習受け入れ 

  ①特別支援学校等の入所希望者実習生を受け入れ、山鳩会の人材確保に努めます。 



  ②任意の実習生等も必要に応じて受け入れます。 

  ・利用者実習生の受け入れ 

   清瀬特別支援学校(２名・１０日間) 

   任意実習(４名・８日間) 

（２）学生実習生受け入れ 

  ①資格取得学生実習生、介護等体験を受け入れ、知的・精神・身体障害者の理解と交流、

福祉人材の育成・採用も兼ねます。 

  ②市内中学生の職場体験学習を受け入れ、キャリア教育活動の一環を担い、障害者の理

解、共に作業を通じて、勤労の意義・大変さ・生きがいを理解してもらいます。 

  ・職員実習の受け入れ 

   介護体験実習(５日間・２０名) 

   社会福祉士養成学科・主事実習(１３３日間・７名) 

   職場体験・第二中学校(２日間・４名) 

１０．父母会、親の会との連携 

（１）父母会 

  ①保護者が施設に対する理解を深められる様に、月 1回の保護者会を開催する。 

  ・保護者会の実施(毎月第２火曜日) 

  ②家族で参加できる行事等を行い、交流の場とする。 

  ・保護者参加型の行事やバザーの協力を得られ、理解を深められた。 

  ③毎月のめだか通信や予定表に施設情報等を載せ、又、年６回保護者向けの利用者状況

を配布します。 

  ・施設情報としてのめだか通信の発行、保護者向けに定期的に施設での様子を個々に配

布しました。 

  ④施設に来られない保護者・寮母に対して、連絡帳、電話、個別訪問をし、状況確認等

支援します。 

  ・高齢の御家庭等には、個別の連絡や状況に応じて訪問も致しました。日々の連絡帳の

やり取りで、体調や本人の予定の確認をしました。 

  ⑤利用者、保護者の希望に応じて、行政等の手続きの代行をします。 

  ・必要に応じて、高齢の方や一人暮らしの方の多様な手続きの代行をし、地域生活の為

に必要な支援をしました。 

（２）親の会 

  ①親の会との情報交換を大切にし、共催行事を継続し連携する。 

  ②協力関係のもと、利用者の生活しやすい地域づくりを目指します。 

  ・親の会とは、共催行事や懇親会を通し、関係を深め、お互いが理解できるように努力

しました。 

１１．職員研修 

（１）施設研修 

  ①施設運営に必要な知識、研修に参加し、利用者に対してより良い支援に繋げます。 

  ②デイサービスや高齢者施設の見学、研修を行い新規事業立ち上げに向けての知識の習



得と向上を図ります。 

（２）法人研修 

  ①山鳩会研修部会を中心に年２回行い、施設職員「常勤・非常勤」として必要な資質の

向上を図ります。 

  ②各施設での支援状況や改善策を検討し、見直し、より良いサービスの提供を行います。 

研修内容 

研修名 実施日 主催 場所 参加者 

全体職員研修   ４／３ 山鳩会 あきつの園  

障害者福祉の最近

の動向と課題 

５／１９ 東京都障害時サポート

協会 

国分寺労政会館  

福祉職員職務階層

別研修 

５／２７～ 

５／２８ 

東京都社会福祉協議会 東京都社会福祉保

健医療研修センタ

ー 

 

食品衛生管理責任

者養成講習会 

７／１１ 食品衛生協会 埼玉県食環センタ

ー 

 

困難事例の問題解

決策 

７／１６ 東京都障害者通所活動施

設職員研修会 

国立オリンピック記念青少

年総合センター 

 

障害者雇用の現場

見学 

８／２２ 東京都発達障害支援協

会 

日本理化学工業  

東京大集会   ９／８ 障害構成団体一同 文教学院大学内  

リスクマネジメン

ト・事故処理と初

期対応 

９／９ 東京都福祉士会 淑徳大学キャンパ

ス 

 

地域で暮らすとど

のくらいお金がか

かるのか？ 

９／１２ 東京都発達障害支援協

会 

滝乃川学園  

全体職員研修   １０／２ 山鳩会 あきつの園  

リスクマネージャ

ー養成研修会 

１１／１０～ 

１２ 

日本知的障害者福祉協会 ＴＯＣ有明コンベ

ンションホール 

 

親なき後の権利擁

護 

１１／２１ 東京都発達障害支援協

会 

社会福祉センター  

社会福祉施設等ボ

ランティアコーデ

ィネーター研究協

議会 

 １１／２８ 東京都発達障害支援協

会 

飯田橋セントラル

プラザ 

 

清瀬特別支援学校

公開研究会 

 １２／１７ 清瀬特別支援学校 清瀬特別支援学校  

支援スタッフ部会 随時開催 東京都発達障害支援協会   

 



 

１２．会議 

種  目 回 数 内  容 

職員会議 １回／月 利用者状況・作業・行事等・事業計画全般 

評価会議 
２回／年 

年末数回 

個別支援計画について 

別途年度末アセスメントのまとめ 

厨房会議 １回／月 利用者の嗜好や食事のあり方等全般 

ケース会議 １回／月 現状把握・問題提起・保護者の意向等 

研修報告会 随  時 個々の研修報告、施設・利用者に反映 

 

１３．苦情解決、個人情報保護、権利擁護、セクシャルハラスメント防止 

権利擁護 

それぞれに明確な要綱・規定を置き、利用者の権利を守ると共に、問題が生じた場合は、必

要な措置を迅速かつ適切に対応します。 

（１）苦情解決 

  ①利用者の権利擁護を目的として、早期に利用者の苦情をしっかりと受け止めて、責任

追及に至らないよう、相談・要望レベルとし、利用者・保護者との信頼関係の構築に

努め、誠意を示し対応します。 

  ・利用者、保護者からの意見を真摯に受け止め、すぐに対応にあたり、大きな問題に至

る前に解決しました。 

  ②利用者・保護者からの苦情をサービス改善の為の貴重な情報・向上と位置づけて積極

的に苦情受付窓口を設けます。 

  ・内外部より、２件の苦情相談あり、解決。 

  ・事故報告書として、１件。利用者さんとヘルパーさんの引き渡し際に、一人で帰って

しまい、職員で捜索し、見つけ出す。御家庭には、謝罪と今後の対応を伝え、職員で

話合いをして再発防止に努めました。 

（２）個人情報保護 

  ①山鳩会規定集、「個人情報保護規定」に基づき、個人情報と誓約書の確認を行い、個人

情報保護に適切に対応します。 

  ②個人データの適正管理を行い、必要に応じて情報開示を致します。 

  ・第三者評価機構よりアドバイスを頂き、個人情報の誓約書の取り方を一つに絞り、簡

素化を見直します。 

（３）セクシャルハラスメント 

  ①山鳩会の規定、「セクシャルハラスメントの防止に関する要綱」に基づき適切に対応し

ます。 

  ②施設内にセクシャルハラスメント相談窓口を設置し、支援員に必要な研修等を実施し、

防止に最善を尽くします。 

  ・セクシャルハラスメントに関しての相談等はありません。 

（４）虐待防止 



  ①虐待防止法に基づき、マニュアルの周知とチェックリストを活用し、虐待防止に最善

を尽くし、養護者に対する支援等に関する施策を促進します。 

  ・虐待についての苦情・相談等はありません。 

 

苦情解決 

 氏名 

責任者  

担当者  

第三者委員 
 

 

 

セクシャルハラスメント 

 氏名 

責任者  

担当者（男性）  

担当者（女性）  

 


